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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請論文では、認知症高齢者の行動・心理症状に対する介護職員の適切な対応方法が、質的・
量的な研究手法を用いて明らかにされている。また、本論文では、行動・心理症状に対する対応
方法の具体的な内容だけでなく、その対応方法や実践内容の質を高める要因についても明らかに
され、その知見から具体的な提言がなされている。特に、量的研究においては、共分散構造分析
を用いて精緻な分析が行われ、認知症高齢者の行動・心理症状に適切に対応する介護職員の特性
や職場環境の特徴が明示されている。本論文でなされた一連の研究は、これまでにはあまりみら
れなかった研究内容であり、本論文で示された内容は、認知症高齢者の行動・心理症状に対する
ケアに関する研究領域において先駆的なものとなっている。また、本研究で得られた知見は、今
後の認知症高齢者の行動・心理症状に対応するための介護実践の向上に役立つ具体的な実践的含
意を示すものである。これらの点で本論文は高く評価することができる。慎重に審査を行った結
果、本審査委員会は申請論文が博士（学術）の学位を授与するに値するものであると認めた。 
 
